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夜の星を～！！
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七
月
は
、
長
い
梅
雨
が
明
け
れ

ば
、
も
う
夏
本
番
。
皆
さ
ん
消
エ

ネ
を
実
行
し
て
お
り
ま
す
か
っ
。

つ
い
暑
い
の
で
、
冷
や
し
す
ぎ

て
、
冷
房
風
邪
に
ご
注
意
を
し
て

元
気
で
、
こ
の
夏
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

歌と踊りの集いに参加して

今年も毎年恒例の「歌と踊りの集い」に参加しました。今年の歌と踊りの集いは、

みんなで「見上げてごらん夜の星を」をうたうことになりました。間奏のときは、み

んなで考えたセリフを言うことになりました。練習では何度も何度も読みながら、本

番にそなえました。ここで当日会場に見に来られなかった方の為に、もう一度この場

を借りて発表したいと思います。

「君の笑顔は誰よりも美しいね。これからは、その笑顔をずっと見ていたいなー。

星空を見ていると何だか希望がわいてくるね。幸せってお星様が運んで来るんだろう

ね。星空に幸せを祈ろう 」。

皆さんいかがでしたか？

これは、あくまで私事ですが、とても夢のある素敵な詩だと思います。僕はこの詩を

これで終わりにするのは、すごくもったいないと思ったほど私個人的には大好きな詩

です。

天海 隆一

タ～イムDANCE

第一部では 「みなと工房」さんの「恋の、
バカンス」が良かったです。
第二部は、天海さんや松本さん達の「上

を向いて歩こう」のハーモニカ演奏や合唱を
聴いていて楽しかったです。
自分たちのは、ちゃんと丁寧に歌ったり星

を振ったりするのが面白かったです。

ミスター吉本



③ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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２００７年６月 定例総会報告

平成１９年６月９日（土）午後１時３０分より、カナルサイド高浜３階集会

室で開かれました。

会長の花田政國理事は、今年が非常に問題の多い一年であるがやっていくし

かなく、みんなの協力でなんとか乗り切って行きたい、全体に高齢化している

ががんばろうと、決意表明がありました。

今年の総会で承認された報告と方針の重要な柱は次の６点です。

① 芝実習所が、高浜実習所の隣の児童室に引っ越して、４月から港南

実習所として開所しました。これは、隣同士になったことによる、スケ

ールメリット、重複の無駄の削減、なにより、お互いの交流エネルギー

の発生という利点を生み、活動の拡大発展が期待できます。

② 一方、移転のために、７５０万円の出費を強いられます。

芝実習所の復旧工事費用２０万円

芝実習所の復旧工事期間中の家賃３ヶ月、敷金償還１ヶ月１７０万円

東京都の芝実習所開設時改修費補助金について、誓約した使用期間を

短縮による違約金１６０万円

これらの出費は、港区の援助は得られず、すべて、自腹で賄わなけ

ればならないこと。

③ 通所事業については、２００８（平成２０）年度からは、通所訓練

事業２箇所を統合して、自立支援法にもとづく障害福祉サービス事業

に移行すること。

④ 認定ＮＰＯの認定を急ぐこと。認定ＮＰＯとなることで（所得税

納税者が寄付控除を受けられる寄付金受入れ団体となり）賛助会や寄

付を増やし、財政安定をはかること。

⑤ １８年１２月で、居宅介護（ヘルパー）事業を廃止したこと （事業。

規模が基準を下回る状態から改善する見込がなく、採算がとれないた

め）

⑥ 今年度、大幅な通所者の増加が無い限り、通所事業の職員は７名体

制で、２箇所の通所にあたること。財政の好転は、できるだけ職員の

待遇の改善（回復）にあてること。

会長の挨拶でもあるとおり、非常に困難の多い年ですが、団結とみなさんの

協力を得ながらがんばりましょう。

事務局長 井出 義文
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木
村
拓
哉
の
コ
ン
サ
ー
ト
か
っ
こ
い
い

な
。Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｐ
は
い
い
男
ぞ
ろ
い
。
ま
こ
は
楽

し
い
な
。

歌
が
う
ま
い
な
。

夢
に
さ
え
見
る
ほ
ど
大
切
な
人
の
話
は
こ

れ
で
終
わ
り
で
す
。

右
田

麿
子

『
変
わ
っ
た
夢
の
話
』
今
回
の
担
当
者
は
太

田
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
右
田
さ
ん
、
和
栗
さ
ん

で
す
。
み
な
さ
ん
個
性
的
な
夢
を
見
て
い
ま
す

ね
。

ぼ
く
が
、
目
を
覚
ま
す
と
そ
こ
は
お
そ
ば
や
さ
ん

だ
っ
た
。
そ
し
て
僕
は
、
大
勢
の
、
報
道
陣
に
囲
ま

れ
て
い
た
。
そ
し
て
僕
に
記
者
達
が
質
問
を
浴
び
せ

て
い
た

「
太
田
さ
ん
、
何
十
杯
食
べ
た
ら
気
が
済
む

。

ん
で
す
か
？
も
う
五
十
杯
目
で
す
よ
」
僕
は
何
と
大

食
い
選
手
権
に
出
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
一
位

に
輝
い
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
だ
か
知
り
ま
せ
ん
が
お

金
を
払
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
ど
こ

を
探
し
て
も
お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て
て
僕
は
会

場
か
ら
逃
げ
出
し
ま
し
た

そ
こ
で
思
い
ま
し
た

何

。

。「

故
優
勝
し
た
の
に
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

と
、
そ
こ
で
目
が
覚
め
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
ベ
ッ

ド
の
端
っ
こ
へ
し
が
み
つ
い
て
寝
て
い
た
の
で
す
。

考
え
て
み
る
と
、
前
の
日
に
ち
ょ
っ
と
お
そ
ば
を
食

べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
あ
ん
な
夢
を
見

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
、
美
味
し
い

か
ら
と
行
っ
て
何
で
も
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、

食
べ
過
ぎ
る
と
お
店
の
ご
主
人
に
、
僕
み
た
い
に
追

い
か
け
ら
れ
ま
す
よ
？

太
田

稔

今
年
の
元
旦
、
初
め
て
、
富
士
山
の

夢
を
見
た
。
そ
れ
は
、
夢
の
中
で
、
旅

館
に
案
内
さ
れ
、
仲
居
さ
ん
が
部
屋
の

大
半
を
占
め
て
い
る
窓
を
開
け
る
と
こ

ろ
か
ら
は
じ
ま
る
「

こ
の
真
正
面
に
見

。

え
て
い
る
山
は
な
ん
と
言
う
名
前
で
す

か
？
」
と
聞
い
た
ら
英
語
で
「

Ｔ
ｈ
ｉ

ｓ

ｉ
ｓ

Ｍ
ｔ
．
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ

」
と
言

．

う

彼
女
は

馬
鹿
に
し
た
表
情
で

Ｅ

。

、

。「

～
、
こ
ん
な
火
口
ま
で
見
え
て
、
う
っ

、

、

す
ら
雪
ま
で
降
っ
て
い
て

何
な
ん
だ

こ
れ
は

」
私
は
、
と
て
も
驚
い
た
。

。

そ
こ
で
目
覚
め
た
。
そ
の
日
以
来
、

月
々
、
宝
く
じ
を
買
っ
て
い
る
が
、
ま

っ
た
く
、
高
額
当
選
は
な
い
。吉

田

久
代

④ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年８月５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９８１号 風の子便り

虫
め
が
ね



一
口
に
夢
と
言
っ
て
も
、
色
々
あ
る
が
、
私
の
夢
は
、
永
遠
に

か
な
え
ら
れ
な
い
夢
な
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
ま
あ
ー
、

私
の
一
種
の
願
望
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
再
婚
し
た
い
の
で

あ
る
。
老
人
が
な
に
を
バ
カ
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
と
人
は
笑

う
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
と
っ
て
、
亡
き
妻
の
遺
言
な
の
で
あ

る
。
亡
く
な
る
前
日
、
私
に
妻
は
、
あ
な
た
は
一
人
で
は
何
も
で

き
な
い
の
だ
か
ら

（
こ
の
頃
は
私
は
自
分
の
こ
と
は
大
部
分
は
で

、

き
ま
し
た
）
私
が
死
ん
だ
ら
優
し
い
気
だ
て
の
良
い
女
の
人
を
見

つ
け
て
再
婚
し
て
も
良
い
わ
よ
っ
、
決
し
て
恨
ん
で
化
け
て
出
な

い
か
ら
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ね
っ
、
こ
れ
が
、
妻
、
世
津

子
の
最
後
の
二
人
の
会
話
と
な
り
、
こ
の
後
昏
睡
状
態
に
な
り
、

眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
弔
年
二
十
八
才
で
し
た
。

私
は
、
妻
の
遺
言
に
従
っ
て
、
再
婚
を
し
た
い
と
思
っ
て
は
い
て

も
、
私
の
年
齢
か
ら
見
て
、
中
年
の
良
い
人
に
巡
り
会
う
日
を
待

ち
望
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
私
の
夢
の
ま
た
夢
で
終
わ
る
夢

で
し
ょ
う
か
っ
。

和
栗

顕
太
郎

～
・～
・～

『
変
わ
っ
た
夢
の
話
』
、
次
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
楽
し
み
に
。

⑤ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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B
O

O
K

び
っ
く
り
ス
ケ
ッ
チ

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に

お
ち
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
メ
ー
ル
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
何
で
も
済
ま
そ
う
と
い
う
風
潮
が
少
な
か
ら
ず
流
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
本
当
に
重
要
な
こ
と
は
、
電
話
や
顔

を
合
わ
せ
て
直
接
話
し
を
し
て
相
手
の
反
応
を
伺
っ
た
方
が

親
密
な
関
係
が
築
け
る
と
考
え
ま
す
。
正
確
な
内
容
を
伝
え

る
と
き
は
、
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
い
し
緊
急
性
の
あ
る
内

容
は
電
話
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

三
木

直
人

僕
が
風
の
子
に
来
る
日
は
、
も
う
既
に
作
業
が
終
わ

っ
て
い
る
。
月
曜
日
は
割
り
箸
の
袋
入
れ
を
や
っ
て
い

ま
す
。
納
品
も
や
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
に
も
、
ぜ
ひ

僕
で
も
出
来
る
内
職
が
し
た
い
。
例
え
ば
シ
ー
ル
貼
り

な
ど
、
昔
に
や
っ
て
い
た
Ｄ
Ｈ
Ｃ
の
内
職
の
よ
う
な
も

の
や
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
内
職
な
ど
が
や
り
た
い

で
す
。
も
し
仕
事
が
な
け
れ
ば
、
ウ
エ
ス
を
や
り
た
い

で
す
。

小
野
田

浩



障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て

毎
年
出
場
し
て
い
る
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
今
年
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
種
目
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
と
「
砲
丸
投

げ
」
で
す
。

成
績
は
不
振

？

で

ソ
フ
ト

は

三
七
ｍ
四
三
ｃ
ｍ

で

砲

（

）

、「

」

「

」

「

」

「

」

。

、

丸

は

六
ｍ
九
九
ｃ
ｍ

で
し
た

と
も
に
都
記
録
に
及
ば
な
い
上
に

自
己
最
高
記
録
を
も
下
回
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
共
に
金
メ
ダ
ル
は
取
れ

（

、

）
。

ま
し
た

競
技
メ
ン
バ
ー
が
僕
を
含
め

三
人
前
後
な
の
で
す
が
・
・
・

次
回
こ
そ
は
「
砲
丸
」
は
と
も
か
く

「
ソ
フ
ト
」
は
都
記
録
更
新
し

、

た
い
で
す
。

田
村

亮
彦

とりゃ～！

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑥
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実
習
所
報
告

港南実習所報告

６月１５日金曜日に、昨年に引き

つづいて、僕達よりも、若いフレッ

シュな女子高校生３名が、久しぶり

に体験ボランティアとして、普連土

学園のほうから来てくれました 「や。

っぱり若いって良いですね～ 」良い。

意味で負けちゃいそうでした。僕達

の「あの頃は、何に夢中で何をして

たっけなー」ということをつい考え

てしまいました。まず僕らの朝の送

迎から朝礼、それと普段の活動、企

画と工房のそれぞれの作業や、仕事

に至るまで楽しく一日わきあいあい

とした楽しい時間を過ごさせて頂き

ました。本当にありがとうございま

した。

天海 隆一

高浜実習所報告

みなと工房から、名札にヒモを通

す仕事が２０００個来ました。ヒモを

通すのは簡単だけど、結ぶのが難しか

ったです。そして、七月にある、みな

と養護学校の夏まつりと、麻布演劇市

に出す商品を作っています。その他に

は、６月１５日（金）に女子高生の３

名がボランティアをしに来てくれまし

た。和紙のハガキ作りと割りばしの袋

。 、入れを一緒に楽しくしました 最後に

６月は結構忙しかったです。

ミスターマリーンズ



⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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学習会報告
担当 太田 圭子

六
月
六
日

水
曜
日

メ
ン
バ
ー
と
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム
大
会

今
日
は
、
百
人
一
首
の
絵
札
を
使
っ
て
の
坊
主
め
く
り
を

し
ま
し
た
。
人
数
が
多
い
の
で
二
つ
グ
ー
ル
プ
に
別
れ
て
戦
闘

開
始
、
私
の
子
供
の
頃
の
ル
ー
ル
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
、
坊
主
は

関
係
な
く
姫
が
出
た
ら
誰
か
一
人
の
人
か
ら
、
そ
の
人
の
持
ち
札

を
貰
え
る
ル
ー
ル
、
誰
か
が
云
っ
て
い
ま
し
た
が
人
間
関
係
が
解

る
と
、
私
に
姫
札
が
来
た
の
で
沢
山
札
を
持
っ
て
い
た
人
よ

り
、
わ
ず
か
五
、
六
枚
し
か
持
っ
て
い
な
い
人
か
ら
と

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

六
月
十
三
日

水
曜
日

笑
点
と
七
月
七
日
に
行
わ
れ
る

歌
と
踊
り
の
集
い
で
、
今
年
風
の
子
の

メ
ン
バ
ー
が
唄
う
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
」
の
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
笑
点
は
職

員
が
お
題
を
出
し
メ
ン
バ
ー
が
答
え
た
中
か
ら
傑

作
を
選
ぶ
と
い
う
も
の
、
二
、
三
紹
介
す
る
と
、

Ｑ
、
こ
ん
な
飲
み
会
に
は
参
加
し
た
く
な
い
。

Ａ
、
説
教
す
る
人
が
い
る
飲
み
会
。

Ｑ
、
夢
で
良
い
か
ら
。

Ａ
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
ぶ
っ

ぱ
な
し
た
い
。

六
月
二
十
日
水
曜
日

七
月
七
日
に
行
わ
れ
る
歌
と
踊

り
の
集
い
で
、
私
達
風
の
子
会
の
メ

ン
バ
ー
は
坂
本
九
の
「
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」
を
合
唱
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
詰
ま
ら
な
い

の
で
間
奏
の
間
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ

る
事
に
な
り
、
三
人
の
メ
ン
バ
ー
が
選
ば

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
来
週
ま
で
に
台
詞
を
考

え
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
後
は

合
唱
の
お
稽
古
で
す
。

六
月
二
十
七
日

水
曜
日

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
の

間
奏
の
間
に
入
れ
る
台
詞
を
、
田
中
、
太

、

、

田

小
野
塚
君
に
考
え
て
き
て
貰
い
ま
し
た
が

三
人
と
も
甲
乙
付
け
が
た
く
良
い
と
こ
取
り
し
て

使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
舞
台
で
は
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
朝
生
、
天
海
、
田
村
君
が
読
み
舞
台
の
前

に
は
、
福
島
さ
ん
の
織
り
姫
と
野
田
君
の
彦
星
が

出
て
会
場
の
皆
様
に
御
挨
拶
を
し
ま
す
。

来
週
は
本
番
に
会
わ
せ
て
最
後
の
唄
の
練
習
を

頑
張
り
ま
し
た
。



大
変
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
、

和
栗
顕
太
郎
さ
ん
の
連
載
「
シ
ベ

リ
ア
出
兵
秘
話
」
は
先
月
号
に
引

き
続
き
、
今
月
も
休
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

来
月
号
に
は
再
開
予
定
で
す
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

ま
た
、
各
連
載
の
ご
意
見
、
ご

感
想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お知らせ

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑧

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年８月５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９８１号 風の子便り

夕会便り
担当・小野塚

【６月１６日 ガイドヘルパー】

１１月に予定されているガイドヘルパー

実施について、そのルートを具体的にどう

するかということをみんなで話し合いまし

た。上野に行きたいとか銀ブラをしたいと

か、六本木ヒルズに行きたいとか様々な意

見が出ました。出た意見はその後また集約

するそうです。

【６月２３日 歌と踊りの集い】

７月に行われる歌と踊りの集いの参加

者再確認、歌の練習、振り付けの確認な

どをしました。

スケジュール

７月 ７日（土） 歌と踊りの集い

７月１８日（水） 運営委員会

７月２４日（火） 総務部

８月 ４日（土） 暑気払い

８月 ９日（木）～八月十九日（日） 夏休み

８月２６日（日） 高浜荘まつり

８月２７日（月） 代休

９月 １日（土 、２（日） 風の子会一泊旅行）

９月 ３日（月） 代休



わたるのドミトリーライフ
【ドミトリーとは英語の つまり寮という意味】dormitory

⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年８月２５日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９８１号 風の子便り

第１話 新歓期という時期

、 、 。入学してはじめの１ ２ヶ月は新入寮生歓迎期 いわゆる新歓期という時期である
先輩の部屋を各々訪れて挨拶回りをする“部屋回り 、新入寮生が４つのグループに”
分かれて演劇を披露し先輩たちに採点してもらう“演劇大会 、大学の体育館を借り”
切ってみんなでバレーやバスケなどをする“スポーツ大会 、そして新入寮生たちが”
みんなで弁当を作り、寮から４、５キロ先にあるピクニックランドまで歩いていく“
ハイキング 。こうした新歓行事を通して、１年生同士や先輩たちとの交流を深めて”
いくのである。
部屋周りでは緊張する中で先輩たちに必死に挨拶をする。中には酒を勧めてくる先

輩もいて、緊張感は絶えない。僕はそのころはまだあまり飲めない方だったので、緊
張とアルコールで頭がグラグラになり、大変だった。演劇大会は、１年が４つのグル
ープに分かれてそれぞれにアイデアを駆使して短い劇を演じる。先輩たちがそれを採
点して順位付けをする。優勝グループには特別賞としてディズニーランドの招待券が
もらえるというから、１年はみんな必死に劇に取り組む。けれどもそれは嘘であり、
優勝が決まったと同時にそのグループはとても落ち込むことになるのだ。落ち込んだ
１年たちを先輩がファミレスへ連れて行き食事をおごってくれる。いわゆるこのどっ
きり企画は先輩たちにとっての毎年恒例のだましイベントなのだ。
スポーツ大会が終わると記念写真を撮るために池之端へ集合する。１年が全員前列

に並んで座り、先輩たちがその後ろに並ぶ 「ハイチーズ！」のかけ声と同時に先輩。
たちが一斉に１年をドン！と押す。何も知らない僕らはそのまま池の中へドッボーン
と落ちる。苔まみれの池にどっぷり浸かった僕らは全身ずぶ濡れのドロドロ状態で寮
に帰る。帰るとすでにお風呂が沸いていて、入る準備ができている。先輩たちが前も
ってお湯を入れていてくれたのだ。ずぶ濡れになった１年と先輩が一緒になって風呂
に入る。こうした裸の付き合いをすることで、より親しくなれるのだ。
新歓期最後の行事はハイキングだ。１年が先輩たちの分の弁当も準備して４、５キ

ロ先にある“こどもの国”というところまでみんなで歩いていく。住宅街や川沿いを
おしゃべりをしながら歩く。やっとの思いでついたその場所は、芝生の広場がありサ
イクリングコースがあり、牧場がありプールがありという広大な遊び場だ。僕らはそ
この広場に座り、持ってきた弁当をみんなで輪になって食べる。ゴールデンウィーク
初めの頃の暖かい陽差しを浴びながらみんなで外で食べる弁当は、それはおいしいも
のだ。

、 。５月を過ぎると新歓期も終わり みんなそれぞれ自分たちの生活も落ち着いてくる
学校の授業の受け方やサークル活動、生協や図書館の利用方法もそれなりに覚える。
そして、寮の中での人間関係もそれぞれに出来はじめる。好きな奴嫌いな奴、苦手な
先輩と頼りになる先輩。４、５０人の人間が一つの建物で暮らしていれば、そういっ
た人間関係の機微が生じるのも当然だ。いってみれば、それが寮生活というものだろ
う。
僕がとても頼りにした人は、隣の部屋に住んでいた学年が２つ上の関西出身の先輩

だ。とても可愛がってくれた、僕の寮生活には欠かせないおにいちゃんだ。

～ 第２話へ続く ～
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第
二
回

母
の
思
い
出

太
田

稔

初
恋
と
い
う
も
の
は
僕
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ま
ず
ご
飯
が
の
ど
を
通
ら
な
く
な
り
、
何
事
も
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
考
え

る
と
し
て
も
愛
し
た
人
の
は
か
な
い
思
い
出
ば
か
り
。
た
ぶ
ん
母
は
そ
ん
な
気
持
ち
で
毎
日
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
家
族
が
電
話
を
取
る
と
「
片
山
さ
ん
の
お
宅
で
す
か
、
私
友
達
の
太
田
と
も
う
し
ま
す
が
お
嬢

さ
ん
の
薫
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
」
泣
き
な
が
ら
電
話
に
出
る
母
に
父
は
「
薫
さ
ん
今
度
の
こ
と
は
さ
ぞ
か
し
悲
し
い
で
し
ょ
う
、
寂

し
い
で
し
ょ
う
、
で
も
家
に
ば
か
り
い
る
と
体
に
良
く
な
い
、
た
ま
に
は
僕
と
外
に
出
て
食
事
で
も
し
ま
せ
ん
か
」
言
わ
れ
た
母
は
い
っ
た
ん
電
話

を
切
っ
た
。
昔
の
若
い
女
性
は
男
性
か
ら
の
誘
い
を
一
回
は
断
る
の
が
奥
ゆ
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
二
回
目
の
電
話
が
か
か
り
母
は
喜
ん
で

父
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
父
と
母
は
結
ば
れ
た
。
し
か
し
戦
争
と
い
う
も
の
は
い
や
な
も
の
だ
。
父
が
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
の
は
た
っ
た
七
ヶ
月
、
徴
兵
さ
れ
た
父

は
、
内
地
勤
務
を
二
年
間
務
め
た
後
、
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
母
は
父
の
実
家
に
近
い
滋
賀
県
の
大
津
に
疎
開
し
た
。
そ

こ
で
分
か
ら
ず
屋
の
姑
と
、
初
め
て
生
活
を
と
も
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
姑
は
、
お
狐
様
を
信
仰
し
て
お
り
、
母
は
非
常
に
困
っ
た
そ
う
だ
。
話
は
少

し
変
わ
る
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
と
知
る
と
、
姑
の
嫁
い
び
り
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
弱
い
母
を
午
前
五
時
に
起
床
さ
せ
る
。
す
ご
く
広
い
屋
敷
の
掃
除
を

た
っ
た
一
人
で
行
う
。
そ
れ
が
済
む
と
朝
ご
飯
の
支
度
。
ご
飯
が
終
わ
る
と
川
へ
洗
濯
に
と
休
み
な
ど
な
い
生
活
で
あ
る
。
昔
の
こ
と
だ
か
ら
電
気
釜

も
洗
濯
機
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
母
は
お
嬢
さ
ん
育
ち
の
た
め
掃
除
、
洗
濯
、
家
事
な
ど
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
だ
か
ら
よ
け
い
に
辛

く
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

話
は
少
し
元
に
戻
る
が
、
父
が
内
地
勤
務
だ
っ
た
頃
の
こ
と
を
話
し
て
お
こ
う
。
僕
も
あ
ま
り
本
当
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
週
間
に
一

回
家
族
と
の
面
会
を
許
さ
れ
た
ら
し
い
。
勿
論
母
は
父
の
好
き
な
食
べ
物
を
持
っ
て
会
い
に
行
っ
た
の
だ
。
会
い
に
行
く
と
父
は
色
々
な
事
を

相
談
し
た
ら
し
い
。
例
え
ば
「
俺
が
万
が
一
死
ん
だ
ら
、
稔
が
三
歳
に
な
っ
た
ら
乗
馬
を
始
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
、
そ
れ
か
ら
母
は
昔
の

人
で
分
か
ら
ず
屋
だ
と
思
う
が
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
か
と
い
う
ふ
う
に
。
戦
争
が
激
し
く
な
り
父
が
、
戦
地
に
行
く
と
い
う
電
話
が
入

っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
事
。
母
は
電
話
口
に
出
る
と
「
貴
方
、
命
乞
い
だ
け
は
し
な
い
で
ね
」
と
い
っ
て
電
話
を
切
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
僕
が
母
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
「
あ
ん
な
言
葉
さ
え
言
わ
な
け
れ
ば
稔
の
お
父
さ
ん

は
助
か
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
稔
ご
免
ね
」
と
い
っ
て
は
よ
く
涙
を
こ
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
。次

回
に
続
く



⑪ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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寄付のお礼
６月３日～７月３日

物品をご寄付くださった方

昆咲子様

賛助会にご賛同くださった方

東寿司様、山岸久雄様、塩崎良子様、小野田和子様、武藤正勝様、
長坂富紗子様、近藤綾子様、佐々木厚子様、山崎よう子様、
他、匿名三名

誠にありがとうございました。

※前月号のお詫びと訂正・・・仏頭邦子様と書いてしまいましたが、
正しくは、仙頭邦子様でしたので、ここでお詫びと訂正させていただきます。

工房で取り扱っています、やぶきた茶を仕入れ値の値上がりにより、誠

に勝手ながら価格を値上がりすることになりました。

やぶきた茶（２００ｇ） １０００円

やぶきた茶（２００ｇ） １２００円

なお、その他のお茶は据え置きとなります。

＜その他のお茶＞

○特選やぶきた茶（１００ｇ） １０００円

○ほうじ茶（２００ｇ） ４００円

○玄米茶（１５０ｇ） ３００円

今後ともよろしくお願いします。



今
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
前

に
、
世
間
を
騒
が
せ
て
い

た
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
問
題
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
い
ま
す
か
！
？
僕
が
介

護
を
し
て
も
ら
う
側
か

ら
、
一
言
言
う
な
ら
ば
、

コ
ム
ス
ン
ジ
ャ
パ
ン
に

は
、
本
当
に
裏
切
ら
れ
た

と
い
う
気
持
ち
と
、
今
ま

で
コ
ム
ス
ン
に
ヘ
ル
パ
ー

を
頼
ん
で
い
た
、
高
齢
者

や
障
害
者
は
コ
ム
ス
ン
を
信
じ
て
き
た
人
ば
か
り
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
さ
れ
た

お
宅
で
、
子
供
が
体
の
不
調
で
泣
き
わ
め
い
て
い
る

、

、

の
に

テ
レ
ビ
に
夢
中
で
気
付
か
な
か
っ
た
ら
し
く

大
変
な
失
態
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
が
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
グ
ッ
ト
ウ
ィ

ル
の
社
長
が
、
早
く
退
職
を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
し
、
記
者
会
見
や
報
道
番
組
を
見
て
い
る
と
、
心

か
ら
詫
び
て
な
い
の
が
よ
く
わ
か
る
だ
け
に
、
本
当

に
腹
が
立
っ
て
な
り
ま
せ
ん
。

タ
ナ
ッ
キ
ー

た
ま
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
募
金
を
し
て

い
ま
す
。
色
々
な
こ
と
に

役
立
ち
た
い
の
に
、
こ
の

程
度
し
か
で
き
な
い
無
力

さ
が
残
念
で
す
。
募
金
し

て
い
る
先
の
一
ヵ
所
は
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
な

の
で
、
少
し
で
も
協
力
し

た
く
贈
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
宜
し
け
れ
ば
下
記

(

二
ヵ
所)

に
訪
れ
下
さ

い
。

田
村

亮
彦

実
習
所
が
一
カ
所
に
ま
と
ま
り
、
と
て
も
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
芝
実
習
所
に
通
っ
て
い
た
頃
は
自

宅
か
ら
す
ぐ
の
場
所
だ
っ
た
た
め
、
と
て
も
楽
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
体
に
気
を
つ
け
て
高
浜
実
習
所
の

仲
間
達
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
久
間

庸

http://volunteer.yahoo.co.jp
/donation/detail/64001/inde
x.html
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